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編者の Cox博士の序文によれば， 1978年にジョージア大学で開催されたアメリカ藻類学会の Annualmeeting 

において，“Phytofiagellates: Form and Function"というテーマのシンポジウムが聞かれ，この会合がきっか

けとなって本書作製の企画がすすめられたということである。すなわち， シンポジウムでは全ての鞭毛藻群を扱

えなかったこと，時間に制約があり，十分な討議ができなかったこと. そしてなによりも， 鞭毛藻類の研究は藻

類学者と動物学者の双方によってすすめられているために， これらの生物鮮に関する研究論文はさまざまな研究

誌に分散して掲載されており， 一般に， 研究の現状を十分に把揮することが困難であるとの声が大きく，このよ

うな状況を打開するために，研究の現状と文献を豊富に盛り込んだ書物をつくることが決定されたと L、ぅ。そし

て，シンポジウムではカパーできなかった藻群を取り扱っている研究者を新らたに執筆者として迎えたうえでつ

くられたのが本書である。

目次に目を通してみると， 多様性に富んだ鞭毛藻あるいは微細藻群のほとんどすべてが網羅されていること，

しかも各鮮の執筆者はいずれも現在第一線で活躍している研究者であることがわかる。編者が述べているように，

確かにこれまで本書に類似した書物はなかったといえる。従来の書物の多くは鞭毛藻類に関する章を比較的簡単

に概略的に扱う場合が多く， また各群を詳細にそりあげている審物. 例えば Bourrellyの“Lesalgues d'eau 

douceぺあるいは Fottの“Algenkunde"などのすぐれた書物でも，急速に進展している研究の現状をフォローす

るには必ずしも十分ではなかった。これに対して，本書はそれぞれの穫群の研究者に豊富な情報を提供することが

できるだけの内容をもっており， その点で出版の意義は大きいといえる。本書で取り上げられている藻群と著者

をあげると以下のようである:単細胞緑藻 (C.A. Lembi)，氷雪藻 (R.W. Hoham)，プラシノ藻 (R.E. Norris)， 

群体性緑藻 (R.C. Starr)，ミドリムシ藻 (P.L. Walne).黄金色藻 (R.N. Pienaar)，黄緑藻 (D.J. Hibberd) 

ハプト藻 (D.J. Hibberd)，真正限点藻 (D.J. Hibberd)，珪殻鞭毛藻 (S.D. Van Valkenburg). ラフィド藻

(P. Heywood). タリプト藻 (E.Gantt)，渦鞭毛藻 (K.Steinger and E. R. Cox). 

各章の内容は極めて具体的であり， それぞれの藻群についての研究の現状が紹介されている。執筆者の違いに

よって，各章それぞれに特徴があり， 研究の現状を解説的に記しているものや， 論文としての色彩のつよいもの

などさまざまであるが， いずれにしても相当に専門的であり， 多くの章は近年の電子顕微鏡を用いた形態学的お

よび細胞学的研究の成果や生化学的知見を詳細に紹介した総説となっており， またそれらに基いて分類や系統が

論じられている。そのために， これからその藻群についての一般的な知識を得たいという，いわば初心者にとっ

ては， この種の書物としては図や写真が少ないこともあって， かえって理解じにくい複雑な内容となっている。

そのような場合には，例えば. H. C. Bold and M. J. Wynne (1978)の“Introductionto the algae"ベPj，entice-

Hall， New Jersey) や Van den Hoek (1978) “Algen" (Einfuhrungdn. die Phykolぬ0暗gi託e.Ge閃or増営ぜ.τtpth1加i

Verlag， Stuttgart)などのすぐれた教科書である程度の基礎知識を仕入れ‘てから読めばよいように恩わ・れ泡b

本書はむしろ専門家向けのものだといえる。現在既に取り扱っている穣群ピ慨する情報を整理さtifた形で読み

たいというむきには， あるいは， 新刊の雑誌に掲載されている鞭毛穫に関する論立の論点の理解をとすけるため

の専門的な基礎知識を求めているむきには， これまでそのような要望に答て侍るものがなかっただけに， よい手

引きとなるだろうと思われる。また，各章ごとにつけられている豊富な引用文献も有益なものである。 さらに，
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多くの章には， Needed Researchという項目が末尾に設けられており，研究のこれから進むであろう方向につい

ての示唆がなされていて参考になるだろう。

近年，電子顕微鏡による鞭毛藻の研究は著しく進展し， 一般構造に加えて， 細胞分裂なと'の動的な現象に関す

る徴細構造の知識が蓄積されてきた。本書の最後の章では， それ以前の章において記述されているいろいろな藻

群についてのこのような知見に基いて， 鞭毛藻の祖先はどのような特徴をもっていたか， 各藻群は互いにどのよ

うな関統にあるかといった興味ある問題について，鞭毛藻類の系統とL、う題で， K. D. Stewart and K. Mattox 

による論が展開されている。 このテーマは， 鞭毛藻に限らず，大型の藻類や高等植物をも含めた系統という問題

につながるものであり， 現在， この章の筆者らを中心に活発な研究が展開されている分野でもあるので，進化・

系統というようなテーマに関心のあるむきには一読の価値があると思われる。

最後に本の体裁について触れると，本書はタイプ印刷であるためか， 一行抜けたり， 一行余分だったりという

編集校正上のミスが目立つ(例えば p.15の16-17行， p. 137の15-16の聞の行は行放け， p. 137 の32行目は余

分である)。第二版では訂正を 期待したい。(井上 勲)
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